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東海大学紀要海洋学部第17号 131-138頁 (1983)

ギマ Triacanthusbiaculeatus (フグ目ギマ科)

の水槽内産卵と生活史*

鈴木克美・日置勝三・北沢博

Spawning and Life History of Triacanthus biaculeatus 

(Pisces : Triacanthidae) in an Aquarium 

Ka tsumi SUZUKI， Syozo HIOKI and Hiroshi KITAZA W A 

Abstract 

The life history of the triacanthid filefish， Triacanthus biaculeatus (Bloch)， is described 

here in detaiI for the自rsttime from their naturaI spawning under aquarium rearing 

conditions in 1981. LittIe is known of the Iife history of this family (Ohshima and 

Nakamura， 1941 ; Gopinath， 1946 ; Johnes and Pantulu， 1958). ParentaI 16五sh，measuring 

175. 0~261. 0 mm in totaI Iength， were coIIected from the coasts of Suruga Bay and Ise 

Bay， Japan， and then， they were reared in an aquarium tank (1. 3 m3 in capacity) with 

severaI other五shesfor 2.5 years or Ionger. 

Spawnings took place between pleuraI males and a single female at 18 : 00~19 : 28 from 

mid.June to mid.August under a faintly Iighted condition when the water temperatures 

ranged from 23. 0~26. 8.C. Fertilized eggs were buoyant， sphericaI， colorless， measuring 

O. 73~0. 78 mm in diameter， and containing no oil gIobule in the yolk sac. This五nding

is clear Iy dissimilar to th巴 eggcharacteristics for the other plectogna th五shesstudied. 

Hatching took place from 19~22 hours after fertilization at the water temperatures of 

25. 6~26. O.C. Newly hatched Iarva巴 measured1. 67~1. 68 mm in totaI Iength with weII 

developed melanophore and xanthophore pigments almost aII over the body surface. The 

Iarvae had a Iarge eIIipsoid yolk sac in which no oil gIobule was seen. 

Larvae 9 days after hatching， measuring 2. 50~3. 33 mm in totaI Iength， formed a rudi-

mentaI dorsaI-fin spine. Larvae 22 days after hatching， measuring about 5. 88 mm in totaI 

Iength， reached the earIy juvenile stage whose caudaI五nwas first nearIy complete 

among the serial fin formation in the IarvaI stage. Juveniles 49 days after hatching， 

measuring about 46. 9 mm in totaI Iength， appeared a silvery body color similar to that 

of the adult fish. They grew into the immature stage of 100.5 mm in totaI Iength in 

181 days after hatching， and 27 fish stiII survived for 535 days after hatching. 

*東海大学海洋学部業績A第262号.受理1983年4月12日.東海大学海洋科学博物館研究業績No.72.
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ギマ Triacanthusbiaculeatus (BLOCH)はフグ目ギマ科の魚、で，館山湾以南のインド・西太平洋

の沿岸域に分布し，浜名湖や三河湾沿岸では食用対象種として利用される(中川征章ほか，談話).

しかし本種の生態と生活史に関する従来の知見はほとんど断片的で，人工受精による解化54時間ま

での初期発生の記載(大島・中村， 1941)および本邦ならびにインド洋沿岸で採集された稚仔魚の

記録(大島・中村， 1941; GOPINATH， 1946; JOHNES and PANTULU， 1958)があるが，いずれも簡

略な記述に止まっている.

著者らは， 1981年に東海大学海洋科学博物館で飼育中の本種の産卵による受精卵を得てそれを育

成し， 1982年12月31日現在解化535日後の若魚27尾を飼育中である.その聞に得られた個体発生の

経過といくつかの興味ある知見について報告する.本報告の一部は昭和57年度日本魚類学会年会で

口述発表された.

材料と方法

産卵親魚、は1981年 6~8 月に東海大学海洋科学博物館の展示水槽で飼育中の 16 尾〈全長175. O~ 

261. 0 mm，平均211.3mm)で， 1978年11月26日までに主として清水市三保沿岸において手操網で

採集されたものである.本種は外見による雌雄の判別が困難であったので、雌雄それぞれの尾数は不

明である.

親魚の飼育環境，産卵観察および仔稚魚の育成方法などは，同時期に同一水槽内で産卵した既報

のセトダイ Hapalogenysmucronatus (EYDOUX et SOULEYET) (鈴木ほか， 1983) とほとんど同ー

であるので省略する.但し本種の仔魚育成に使用の容器はパンライト (30l)で， 解化21日後にガ

ラス水槽 (60x 30 x 35 Hcm， 56. 7 1)に底面積過式で飼育し，癖化48日後以降成長のよい個体をア

グリルガラス水槽 (120x 60 x 60 Hcm， 300 l)に移して上記と同一方式で飼育し， 200日後以降はコ

ンクリート水槽 (160x 80 x 100 Hcm， 1. 3 mりで1982年12月31日現在飼育継続中である.

初期餌料とその給餌期間は次の通りである. シオミズツボワムシ Brachionusplicatilis O. F. 
MULLER (瞬化3日後から20日後まで)， Artemia salina LINNEのnauplius(同18~62日後)，塩蔵

魚、卵(タラコ)(同20~85日後)，タマミジンコ Moina macrocopa STRAUS (同60~80日後)，鮮魚

肉(アジ類〉ミンチ(同33日以降).以上を遂次変換し，単独または2種類以上重複させて与えた.

結果

産卵 1981年 6 月 14 日 ~8 月 12日に合計21回の産卵が観察された.産卵時刻は18時40分~19時28

分である.産卵はいずれも照明消灯後で，産卵時水温は23.0~26. 8
0

Cであった.

前述の通り本種では外見上の雌雄の判別は困難であるが，産卵直前の雌のみ腹部が多少肥大する

ので，他の個体と識別が可能で、あった.特別な求愛行動・産卵行動は認めにくい.ただし産卵の 1

~2 時間前には，遊泳が多少活発となり，産卵の 1~2 時間前より数尾が接近しあったままごく短

時間旋回遊泳する行動が間欠的に見られる.この行動を数十回繰返した後，放卵放精が行われる.

腹部の肥大から雌と判断される個体は産卵期間中常に複数であったが，産卵雌は1尾と思われ，す

なわち，本種の産卵は1雌多雄で行われるものと判断された.
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Table 1. Development process of egg of T. biaculeatus. 

Drawing No. 
in Fig. 1 

Time after 
fertilization 
hr. min.* 

Developmental stage 

2-cell stage 

Morula stage 

Blastula stage 

Gastrula stage 

Formation of embryo 

3-myotome stage ; Kupffer's vesic1e appears 

6-myotome stage ; optic and auditory vesicles appear 

12-myotome stage ; melanophore and xanthphore pigments 

appear 

16-myotome stage ; Kupffer's vesic1e disappears 

28-myotome stage ; heartbeat begins ; immediately before 

hatching 
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*Water temperature， 25. 6~26. 0・c.

受精卵 受精卵は卵径 o.73~0. 78 mm，無色透明の球形分離浮性卵で，油球はなく，卵膜腔は
狭い.卵膜および卵黄表面に特殊な構造は認められない.

卵内発生 卵内発生経過の概要を Table1 ~こ示す.受精 19 時間 8 分後，最初の癖化が観察され，

その約3時間後にはほとんどの卵が醇化した.卵内発生中の飼育水温は 25.6~26. O'Cであった.

前期仔魚 解化直後の仔魚は全長1.67~1. 68 mm，卵黄長径 o.82~0. 86 mm，短径 0.52~0.58

mm，筋節数 12~14+14=26~28. 卵黄先端は吻端より前方へ突出する. 匹門は卵黄後縁に沿っ

て位置する.体の頭部から尾部背・腹面に黒色素胞が 50~60 個，黄色素胞が 20~30 個観察される

(Fig. 1 F). 

醇化24時間後，全長1.78~2.11 mm，卵黄の吸収が進み長径 O.37 ~O. 46 mmとなる. 筋節数

8 ~ 9 +13=21~22. 胸鰭が形成される.隈胞内に点状黒色素胞が見られ，吻端から前頭部，眼胞

後方，消化管上，尾部中央に樹枝状黒色素胞が密集し，卵黄上にも数個がある.黄色素胞は卵黄上

を除き，黒色素胞とほぼ同位置に樹枝状を呈して分布する (Fig.1 G). 

後期仔魚 解化3日後，全長1.87~2. 06 mm，筋節数 8~11+13~16=23~27. 卵黄は消失す

る.口と匹門が聞く.眼は黒化する.消化管の発達が著しい.黒・黄色素胞の分布状態および数は

癖化24時間後と顕著な相違はない (Fig.1 H). 仔魚は水面付近を遊泳し，正の走光性を示す.

醇化9日後，全長 2.50~3. 33 mm，筋節数 8~11十13~15=22~26. 胸鰭には鰭条原基と思わ

れるしわ状構造が見られ，擦が出現する.上顎に歯が出現する.耳胞後方の背中線上に背鰭原基が

出現する.樹枝状黒色素胞が吻端から前頭部，後頭部，餌蓋部，消化管背・腹面に密集し，体背面

と同中央部にも数値認められる.黄色素胞もほぼ同じ位置に分布する.但し耳胞下方の黄色素胞は

顕著となる (Fig.11). 

解化13日後，全長 2.63mm，筋節数10+16=26. 標が大きさを増す. 胸鰭上方の背中線上に背

鰭第1椋原基を含む第1背鰭とその後方に第2背鰭，第2背鰭直下の腹中腺上に腎鰭がそれぞれ出

現する.第2背鰭8条，啓鰭10条，胸鰭11条の鰭条が出現する.樹枝状黒色素胞の数が増加し，眼

の後方にも出現する.黄色素胞は頭頂部，体の背・腹面に多数出現する (Fig.1 J). 
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Fig. 1. Development of eggs and larvae of T. biaculeatus 

A. 2-cell stage， 50 min. after fertilization. B. Morula stage， 1 hr. 38 min. C. 
3-myotome stage， 10 hr. 55 min. D. 16-myotome stage， 14hr. 50 min. E. 1m-

mediately before hatching， 18 hr. 20 min. F. Newly hatched larva， 1. 67 mm 
in total length_ G. Pre-Iarva， 24 hrs. after hatching， 1. 78 mm. H. Post-Iarva， 
3 days， 2.06 mm. 1. Post-Iarva， 9 days， 2.50 mm. J. Post-Iarva， 13 days， 2. 63 
mm. 

d 
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Fig. 2. Larvae and juveniles of T. biaculeatus. 

A. Post-larva， 13 days after hatching， 3.40 mm in total length. B. Post-larva， 

16 days， 3.53 mm. C. Juvenile， 22 days， 5.88 mm. D. Juvenile， 20 days， 10.35 

立1m.



136 鈴木克美 ・日程勝三 ・北沢博

Fig. 3. Juveniles and young of T. biaculeatus. 

A. Juvenile， 24 days after hatching， 13.2 mm in total length. B. Juvenile， 37 

days， 27.5 mm. C. Juvenile， 49 days， 46.9 mm. D. Young， 181 days， 100.5 mm 

解化13日後以降は，仔魚の成長に個体差が顕著となったため，仔魚、の全長を基準に記載を行った.

全長3.40mm (解化13日後)，筋節数 11+16=27.第 1背鰭第1赫が伸長し，背膜鰭より突出す

る.胸鰭の下方腹面に腹鰭も出現する.第2背鰭19条，聖子鰭13条，胸鰭12条の鰭条が数えられる.

黒色素胞は体中央部背 ・腹面および腹鰭に見られる.前 ・後頭部および体腹面の黄色素胞は消失す

る (Fig.2A). 

全長 3.53mm (解化16日後)，筋節数11+12=23.第1背鰭第u凍の後方に 1鰭条が認められる.
第2背鰭20条，轡鰭16条，胸鰭13条の鰭条が数えられる.体尾端の形態の変化が著しい.色素胞の

分布状態は前述の全長 3.40mmの個体とほぼ同様である (Fig.2 B).仔魚、は水槽水面付近から水

槽底付近へ浮遊位置を変える.

仔魚飼育中の水温は20.2~26. 3.Cであった.

稚魚及び若魚、 全長 5.88mm (卵子化22日後)，第 1背鰭4練，第2背鰭22軟条，胸鰭13軟条，尾

鰭11軟条，腎鰭18軟条， 腹鰭 l 事~がそれぞれ確認され，各鰭条数は本種の定数に達し， 初期稚魚期

に入る.尾端は上屈し尾部棒状骨となり下尾軸骨も形成される.背鰭第 1腕と腹鰭練の表面に無数

の小椋がある.体表面に黒色素胞多数が認められ，体腹部および背 ・腎鰭上に黄色素胞多数が認め

られる.体がやや不透明となり，筋節数および脊椎骨の骨化状態ははっきりしない (Fig.2 C). 

全長 10.35mm (僻化20日後)， 体型が成魚に近づく. 体表面に多数の黒・黄色素胞が認められ

る.尾鰭が完成する.体は不透明となる (Fig.2 D). 

全長 13.2mm (解化24日後)，第1背鰭第u凍後方および腹鰭にはまだ鰭膜が存在する.体色は
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Fig. 4. Growth in larval， juvenile and young stages of T. biaculeatus under aquarium 

rearing conditions. 

第2背鰭および啓鰭は透明でそれ以外は茶褐色の地色に濃色斑がある.第1背鰭基部は黒色となる

(Fig.3A).稚魚、は水槽内に置かれたビニール製の人工海藻に入る傾向があり，この習性は夜間に

とくに顕著であった.

全長 27.5mm(醇化37日後)，第 l背鰭第1赫および腹鰭の鰭膜が消失する.

が伸長する (Fig.3 B). 

全長 46.9mm(解化49白後)，背鰭基部の黒色が顕著となり，体は銀白色を呈し，特に腹部では

顕著である.尾柄部の伸長がいっそう顕著となり体形は細長く，尾鰭の湾入が顕著となる (Fig.3 

C). 

全長 100.5mm (解化181日後)，体はいっそう細長く，成魚の体型に近づく.背部は銀白色の地

色に黒点を分布し，腹部は白い (Fig.3D).

解化535日後までの経過は僻化181日後とほとんど変化ない.なお，成長の良好な標本による醇

化直後~解化385日後の全長変化を図示する (Fig.4). 

吻端および尾柄部

議

本種の受精卵は分離浮性卵であるが，その個体発生初期段階の卵黄内に泊球を欠く点には興味を

惹かれる.フグ目の初期生活史既知種は，粘着沈性卵を産出するカワハギ，モンガラカワハギ，フ

グ各科(藤田， 1962;ほか〉と，分離浮性卵を産むハコフグ科 (BREDERand CLARK， 1947;ほか)，

ハリセンボン科 (WATSONand LEIS， 1974; 坂本・鈴木， 1979)，マンボウ科 (LEIS，1977 ;ほか〉

に三大別される.しかしいずれも既知種には，受精卵および前期仔魚の卵黄に油球が存在する.こ

の点，油球を有しない本種の初期形質は特異的である.フグ目以外で油球を欠く分離浮性卵の例に

イシガレイ Kareiusbicoloratus (BASILEWSKY)をはじめ日本沿岸産に10数種が知られる(水戸，

;;.6・
畳間
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1961， 1963)が，その意義は不明である.ギマ科に最も近縁とされるベニカワムキ科の初期生活史

は未知である.ギマの仔魚期における各鰭の形成順序は既知のフグ，カワハギ両科の各鰭形成順序

(藤田， 1962)とほとんど同様であった.ギマ成魚、は運動のために主として尾鰭を使用L，背・瞥

鰭を用いて遊泳するフグ目各科の成魚とは運動習性を異にするが，個体発生上の各鰭の発達過程の

相似には興味がもたれる.ギマ前期稚魚の背鰭藤長および腹鰭線長の全長比は成魚のそれに比べて

著しく長く，この両鰭赫には後期稚魚期に消失する皮膜を有する.これらの形質は明らかに幼期に

おける浮泥適応と看倣される.

1982年 5 月 16日に清水市三保沿岸で本種小型個体約 500 尾(全長 78~135mm) が漁獲された.

本研究結果によればこの大きさ範囲の個体は，醇化約 7~10カ月後に相当する若魚と推定される.

したがってこれらは前年夏に生まれたク事ループに相違なく，駿河湾における本種の産卵期は，大島

・中村 (1941) が伊勢・三河両湾で“ 6 月中旬~7 月あるいは一部は 8 月"としたのとほぼ一致す

る.なお本報告の水槽内産卵の期間も 6~8 月であったことを付記しておきたい.
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